
 
 
歳入の根幹となる市税収入は、不振が続く地場産業

の影響を受け、前年度（平成16年度）のほぼ横ばいで、
依然として厳しい状況でした。また、国からの補助金
を減らす代わりに税源を地方に移譲し、さらに地方交
付税も見直しするという「三位一体改革」の推進で、
今後も、より一層厳しい状況となることが予測されま
す。 
こうした状況を踏まえ、適切な行政経費の遂行を目

指し、最小の経費で最大の効果が得られるよう、行財
政運営に努めています。 
平成17年度の一般会計予算は、　3　月末現在で、当初
予算に前年度からの繰越事業費と　6　回の補正を行った
結果、199億7,819万円となっています（表①参照）。 
平成17年度下半期は、泉小学校改築事業やバーデン

パークＳＯＧＩ建設事業などを行いました。 

 
 
特定の事業を行ったり、特定の収入を特定の支出に
充てたりするときは、一般会計と切り離して経理を行
います。これを特別会計といい、本市の場合　8　種類あ
ります（表①参照）。 
 
 
 
市の収入には、市税などのほか、学校・道路・公園・
下水道など、一時的に多額の支出を伴う建設事業の財
源として、長期借入金（市債）があります。市債は、
将来にわたって負担を残すことになりますが、世代間
の公平負担の原則を尊重しつつ、返済能力の範囲内で
運用しています（表②参照）。 
平成17年度は、泉小学校校舎改築事業やバーデンパ
ークＳＯＧＩ建設事業などで借り入れました。 
 
 
 
病院事業や水道事業などは、それぞれ一つの会社で
事業を行っていると見立て、独立して経理を行うのが
一般的です。これを企業会計といいます。 




